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熊
川
の
河
口
付
近
で
冬
を
過
ご
し
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
で
す
。

撮
影
し
た
の
は
2
月
5
日
。
60
羽
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
優
雅
に
川
面
に
浮
か
ん
で
い
た
か
と
思
う
と
、
突
然
頭

か
ら
川
底
に
潜
っ
て
エ
サ
を
探
す
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
み
せ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
く
羽
を
広
げ
る
し
ぐ
さ
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
北
帰
行
の
準
備
で
し
ょ
う
か
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」

おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・旧大野村と旧熊町村が合併して大熊町が誕生したのは西
暦何年でしょう？（月日までわかるかな）

くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「ゆぶい」ってどんな事？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しております。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
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④
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
あ
の
日
か
ら
今
月
で
５
年

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
い
ま
だ
避
難
暮
ら
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
古
里
に
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
先
が
見
え
な
い
状
況
の
中
、
無
我
夢
中

の
日
々
の
積
み
重
ね
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
失

っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
と
い
う
矛
盾
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

５
年
は
大
き
な
節
目
で
す
。
失
っ
た
も
の
を
、
時
間

が
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
忘
れ
去
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
時
間
の
経
過
と
と
も
に
苦
し
み
が

増
す
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

今
後
の
古
里
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
、
実

行
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が

ら
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
状

に
留
ま
っ
て
い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
変
え
ら
れ
る

の
は
未
来
だ
け
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は

様
々
で
し
ょ
う
。
十
人
十
色
、
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

だ
け
で
も
結
構
で
す
。
そ
の
輪
が
少
し
で
も
大
き
く
な

る
こ
と
、
そ
れ
が
復
興
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
一

緒
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

あ
れ
か
ら
５
年

町では、町民の皆さんが撮影した東日本大震
災に関連する写真を募集します。提供いただい
た写真は、後世への記録として活用し、保存さ
せていただきます。また、来年度作成予定の震
災記録誌に掲載させていただくこともありま
す。震災の教訓を次の世代に伝えるためにも、
多くの皆さまのご協力をお願いします。
◆募集内容
　町内で撮影した地震発生時や津波の様子、被
災状況等を撮影した写真（携帯電話やスマート
フォンで撮影したものでも構いません）
◆提供方法
　任意の用紙に避難先住所、提供者氏名、電話
番号、撮影日時・場所、撮影者氏名を明記の上、
直接持参するか、郵送またはEメールで送付し
てください。
⑴　【持参または郵送】写真またはCDなどの記
録媒体へデータ保存したもの
提出先・送付先
大熊町役場会津若松出張所総務課　広報担当
いわき出張所および中通り連絡事務所の窓
口に持参していただいても構いません。

⑵　【Eメール】写真デジタルデータ
メールサイズは１通につき５MB以下で、
件名に「東日本大震災記録写真の提供」と入
力し送信してください。
okuma@town.okuma.fukushima.jp

◆注意事項
・提供いただいた写真の著作権は提供者に帰属
します。
・提供者は町に対して、提供した写真を印刷物
や資料等へ自由に使用する（複製、加工、展
示、貸与、印刷、出版を含む）権利を無償で
許諾するものとします。
・第三者から著作権・肖像権等の権利侵害の苦
情があった場合は、提供者がすべて対処する
ものとします。
・第三者から転載依頼があった場合の許諾の可
否については町に一任するものとします。
・提供いただいた写真は原則として返却できま
せんが、返却を希望する場合は、写真提供の
際にお申し出ください。
・写真の提供を受けた時点で以上の注意事項に
同意いただいたものとみなします。

東日本大震災に関する写真を募集します

大
熊
町
長
・
渡
辺
利
綱　
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◆太陽光利用型植物工場の概要

作 目 イチゴ（周年栽培）

規 模 敷地面積約30,000㎡
栽培面積約20,000㎡

設 備 高設水耕栽培ベッド、空調システム、培養液管理システム、栽
培環境監視システム、統合的栽培環境調整自動化システムなど

付帯施設 事務所・休憩室、出荷作業場、冷蔵庫など

設置場所 大熊町復興拠点用地内（予定）

4

栽培を計画しています
　

町
で
は
、
県
の
福
島
再
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
、
町
内
復
興
拠
点

と
位
置
付
け
る
大
川
原
地
区
に
太
陽

光
利
用
型
植
物
工
場
を
建
設
し
、
イ

チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

背景
昨
年
策
定
し
た
第
２
次
復
興
計
画

に
掲
げ
た
二
つ
の
柱
の
う
ち
「
町
土

復
興
」
の
拠
点
と
な
る
大
川
原
地
区

に
は
、
復
興
が
目
に
見
え
て
実
感
で

き
る
象
徴
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
か

つ
て
町
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
農
業
の

再
生
は
、
帰
町
す
る
町
民
に
働
く
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
植
物
工
場
は
、
町
の
復
興
を
推

進
す
る
た
め
に
重
要
な
施
設
で
す
。

昨
年
６
月
に
発
足
し
た
町
植
物
工
場

建
設
検
討
委
員
会
で
栽
培
品
目
や
設

備
、
運
営
主
体
な
ど
を
協
議
し
て
き
ま

し
た
。
当
初
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
の

葉
物
の
栽
培
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

販
路
確
保
の
課
題
を
解
決
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
栽
培
品
目
を
再
検
討
し
、

常
に
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
販
路
確
保

も
見
込
め
る
と
判
断
し
た
イ
チ
ゴ
を
栽

培
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

経緯
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大川原でイチゴの

　

工
場
を
設
計
す
る
事
業
者
は
、
2
月

に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定

し
、
11
月
に
着
工
、
来
年
9
月
に
完
成

予
定
で
す
。
翌
10
月
に
は
イ
チ
ゴ
栽
培

を
開
始
し
た
い
考
え
で
す
。
ま
た
、
建

設
期
間
中
に
工
場
を
運
営
す
る
生
産
法

人
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
生
産
法
人

は
、
販
路
や
栽
培
技
術
な
ど
に
つ
い
て

専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事
業
者
か
ら

支
援
を
受
け
、
安
定
運
営
に
努
め
て
い

く
予
定
で
す
。

今後

　

予
定
す
る
施
設
で
は
、
年
間

を
通
じ
て
栽
培
す
る
周
年
栽
培

で
、
年
に
１
０
０
～
２
０
０
㌧

程
度
の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
し
た

価
格
で
流
通
事
業
者
と
の
契
約

販
売
が
期
待
で
き
ま
す
。
将
来

的
に
収
量
が
増
え
れ
ば
、
加
工

品
の
開
発
も
検
討
し
ま
す
。

栽培

今
回
計
画
す
る
植
物
工
場
は
、
天
井

部
か
ら
太
陽
光
を
受
け
る
温
室
の
よ
う

な
形
を
し
た
太
陽
光
利
用
型
植
物
工
場

で
す
。
土
を
使
わ
ず
、
棚
の
上
で
苗
に

養
分
や
水
分
を
与
え
て
育
て
る
高
設
水

耕
栽
培
方
式
を
考
え
て
い
ま
す
。
室
温

や
CO₂
濃
度
な
ど
を
自
動
制
御
す
る
各
種

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
、
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
を
選
別
、
検

査
し
て
出
荷
す
る
出
荷
作
業
場
も
設
け

る
予
定
で
す
。

設備
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ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
文
化
財
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
、
大
熊
町
や
相
双
地
方
の

文
化
や
歴
史
を
守
る
た
め
、
来
年
度

よ
り
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
や
身
近
に
あ

る
文
化
財
を
保
全
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
ご
自
宅
の
蔵
・

倉
庫
な
ど
に
古
文
書
・
古
い
ノ
ー
ト

な
ど
の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
大
熊

町
教
育
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
文
化
的
・
歴
史
的
価
値
の
創
造
と

保
存
に
向
け
て

対
象
と
な
る
の
は
和
紙
に
墨
で
書

か
れ
た
文
書
や
和
紙
の
つ
づ
り
・
日

記
・
手
帳
・
手
紙
の
束
・
明
治
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
古
い
写
真
・
ノ
ー

ト
・
メ
モ
・
新
聞
・
役
場
な
ど
が
発

行
し
た
記
録
や
、
古
い
屏
風
や
ふ
す

ま
・
文
机
・
墨
や
筆
な
ど
の
筆
記
用

具
、
手
文
庫
・
箪
笥
・
火
鉢
・
お
椀

な
ど
の
生
活
用
具
、
鍬
・
馬
耕
・
田

車
な
ど
の
農
機
具
で
す
。

町
は
資
料
を
①
寄
贈
（
所
有
権
を

町
に
移
転
）、
②
寄
託
（
所
有
権
は

そ
の
ま
ま
で
、
町
が
保
管
）
の
方
法

で
受
け
付
け
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も

教
育
委
員
会
で
資
料
の
状
態
を
確
認

し
な
が
ら
目
録
を
作
成
し
、
町
の
歴

史
文
化
史
料
と
し
て
大
切
に
保
管
し

ま
す
。

ま
た
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
よ

う
な
「
ほ
こ
ら
」
や
地
蔵
・
道
祖

神
・
板
碑
・
個
人
で
保
管
し
て
い
る

祭
り
の
道
具
な
ど
、
地
域
の
文
化
財

情
報
、
古
い
蔵
や
井
戸
の
所
在
情
報

な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
心
当
た
り
で
も
結
構
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

　

教
育
総
務
課

震災後、町で把握してい
た文化財は保存環境や防犯
面で不安があったため、平
成24年度に福島県被災文
化財等救援本部の支援を受
け、計14回の梱包・搬出
作業を実施。福島県文化セ
ンター白河館「まほろん」
敷地内で一時的に保管して
います。

▼史料の例

石油ランプ

羽釜

火鉢 古文書

梱包・搬出作業の様子
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町
は
平
成
26
年
度
か
ら
町
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
目
的
と
し

た
大
熊
町
復
興
支
援
員
事
業
を
開

始
し
、
い
わ
き
市
と
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
に
活
動
拠
点
を
設
け
、
復

興
支
援
員
が
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
事
業
実
施
体
制
の

変
更
に
伴
い
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
関
東
事
務
所
と
い
わ
き
事
務

所
を
統
合
し
、
4
月
か
ら
「
大
熊

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
広
域
事
務

所
」
を
町
役
場
い
わ
き
出
張
所
内

に
開
設
し
ま
す
。
広
域
事
務
所
を

主
な
拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
福

島
県
内
お
よ
び
関
東
地
方
を
含
む

全
国
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
絆
づ
く

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
関
東
地
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
事
業
の
委
託
先
団
体
「
一

般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
」
を
拠
点
に

復
興
支
援
員
が
活
動
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
現
在
、
埼

玉
県
に
設
置
し
て
い
る
大
熊
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
関
東
事
務
所
は

3
月
25
日
（
金
）
を
も
っ
て
閉
鎖

し
ま
す
。

　

大
熊
あ
ゆ
美

さ
ん
（
27
）
が

避
難
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
復
興
支

援
担
当
と
し
て
、
新
た
に
大
熊
町
復

興
支
援
員
に
加
わ
り
ま
し
た
。
町
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
2
月
1
日
よ
り

関
東
事
務
所
で
復
興
支
援
員
の
活
動

を
開
始
し
て
お
り
、
4
月
1
日
か
ら

は
大
熊
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
広
域

事
務
所
を
拠
点
に
、
主
と
し
て
関
東

地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
支
援
に

当
た
り
ま
す
。

■大熊町コミュニティ支援広域事務所
住所：いわき市好間工業団地1番地43
　　　大熊町役場いわき出張所2階
電0246-88-9317
F0246-88-9318
kanto@town-okuma.jp
 
■本事業の委託先団体「一般社団法人RCF」
住所：東京都港区元赤坂1-7-20
　　　TTS元赤坂ビル3F
 
問大熊町役場会津若松出張所　生活支援課

復興支援員（関東担当）が加わりました

北浜グループ仙台へバスツアー

町民コミュニティの支援体制を変更します

昨
年
12
月
に
発
足
し
た
「
お
お
く
ま
ま
ち
北
浜

グ
ル
ー
プ
」
が
発
足
後
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
行
は
2
月
13
日
に
南
相
馬
市
、
相
馬
市
、
新

地
町
を
経
由
し
て
仙
台
方
面
へ
。

う
み
の
杜
水
族
館
や
秋
保
温
泉
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
工
場
を
訪
れ
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー
プ
は
南
相
馬
、
相

馬
、
新
地
に
暮
ら
す
町
民
を
中
心
に
活
動
を
開
始

し
た
団
体
で
す
。
ツ
ア
ー
の
間
、
会
長
の
小
林
五

藏
さ
ん
は
「
会
員
の
方
の
お
声
を
ど
ん
ど
ん
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
ま

し
た
。

うみの杜水族館を楽しんだツアー
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６号国道渋滞緩和のため
三角屋交差点東側ゲートの位置を移動しました

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
　今回は、三角屋交差点東側ゲート位置の移動等について紹介します。

ふるさとかわらばん

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
通
信

　

東
京
電
力
「
新
大
熊
単
身
寮
」
建
設
進
む

　

復
興
事
業
課
で
は
、
町
道
・
農
道
等
を
中
心
に
、
毎
月
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
大
川
原
地
区

に
建
設
が
進
む
東
京
電
力
「
新
大
熊
単
身
寮
」
の
宿
舎
建
設

の
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
電
力
で
は
、
今
ま
で
単
身
寮
を
広
野
町
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
内
に
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
五
輪
開
催
等
に
向
け

て
敷
地
を
返
還
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
部
を
大
川
原
字
南

平
地
内
に
、
新
た
に
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
道
35
号
線
（
通
称
・
山
麓
線
）
西
側
に
約
２

３
０
名
が
利
用
で
き
る
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
同
地
区
内
常
磐
道
西
側
に
も
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

　

三
角
屋
交
差
点
東
側
の
ゲ
ー
ト
の

位
置
を
、
１
月
末
よ
り
後
退
さ
せ
運

用
開
始
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
ゲ
ー
ト
の
位
置
が
国
道
側

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
朝
は
ゲ
ー
ト
を

通
過
す
る
確
認
待
ち
の
車
両
が
６
号

国
道
ま
で
列
を
作
り
、
大
変
危
険
な

状
況
で
し
た
。

　

今
回
の
移
動
で
前
回
よ
り
も
約

30
メ
ー
ト
ル
奥
に
ゲ
ー
ト
を
移
動

さ
せ
た
た
め
、
確
認
待
ち
の
車
両

の
待
機
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

環
境
対
策
課以前のゲート位置
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除
染
の
状
況　
熊
川
仮
置
場
施
工
状
況

　

平
成
28
年
2
月
現
在
、
熊
川
地
区
に
お
い
て
仮

置
場
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仮
置
場
は
除
染
及
び
家
屋
解
体
等
に
よ
り

発
生
す
る
廃
棄
物
を
保
管
し
ま
す
。

　

除
染
で
発
生
す
る
廃
棄
物
等
と
し
て
約
16‌

ha
、

家
屋
解
体
廃
棄
物
等
と
し
て
は
約
９
ha
の
保
管
容

量
が
あ
り
、
発
生
状
況
に
応
じ
て
保
管
を
実
施
し

ま
す
。

かわらばん

中
間
貯
蔵
施
設

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
状
況
（
２
月
１
日
現
在
）

　

泉
崎
村
、
矢
吹
町
か
ら
大
熊
町
の
中
間
貯
蔵
施

設
保
管
場
へ
の
試
験
輸
送
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所　

調
査
設
計
課

電
０
２
４
（
５
６
３
）
１
２
９
３

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

環
境
対
策
課

家
屋
損
壊
調
査

除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解
体
を
希
望
す
る

場
合
は
、
必
ず
損
壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が

必
要
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課

お
彼
岸
期
間
中
の

　

大
型
車
通
行
の
休
止
に
つ
い
て

環
境
省
よ
り
、
次
の
期
間
に
つ
い
て
中
間
貯
蔵

保
管
場
へ
の
輸
送
お
よ
び
除
染
工
事
に
係
る
大
型

車
の
通
行
を
休
止
す
る
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

3
月
18
日
（
金
）
～
22
日
（
火
）

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。

仮置場造成工事で出た表土等をつめた
大型土のうが整然と並んでいます。

熊川仮置場
県道251号線

施　工　状　況 　

関
係
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
工
事
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
万
全
を
期
し
て
工
事
に
あ
た

り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所
会
津
支
所　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課
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まちの話題

雪を満喫、小学生がスキー教室
　

熊
町
小
・
大
野
小
の
全
児
童

を
対
象
と
し
た
ス
キ
ー
教
室
が

1
月
22
日
、
猪
苗
代
町
の
猪
苗

代
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
は
全

員
が
ス
キ
ー
初
体
験
。
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
、
止
ま

っ
た
り
曲
が
っ
た
り
す
る
動
作

を
学
び
ま
し
た
。
児
童
は
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
ス
キ
ー
の
基
本

を
身
に
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

リ
フ
ト
に
乗
っ
た
り
斜
面
に
寝

転
ん
だ
り
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い

雪
山
を
満
喫
。
お
昼
の
カ
レ
ー

を
お
か
わ
り
す
る
児
童
も
い
て
、

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
大
川
原
地
区
に
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
施
設
「
大
熊
町
ふ
る
さ

と
再
興
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
」

が
完
成
し
、
１
月
27
日
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
地
に

設
置
し
た
７
７
０
０
枚
余
り
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
今
後
20
年
に

わ
た
っ
て
稼
働
し
ま
す
。
売
電

収
入
の
一
部
は
、
町
内
に
つ
く

ら
れ
る
植
物
工
場
の
運
営
に
も

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
地
面
に
防

水
シ
ー
ト
を
敷
い
て
保
全
し
、

20
年
後
に
は
農
地
と
し
て
地
権

者
に
返
さ
れ
ま
す
。
式
で
は
施

設
を
運
営
す
る
福
島
発
電
の
鈴

木
精
一
社
長
、
渡
辺
利
綱
町
長

が
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

大川原でメガソーラー稼働

　

交
通
安
全
に
尽
力
し
た
人
を

た
た
え
る
交
通
栄
誉
章
緑
十
字

金
章
に
、
町
民
の
根
本
充
春
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
根
本
さ

ん
は
運
送
業
を
営
む
か
た
わ
ら

交
通
安
全
活
動
に
当
た
り
、
平

成
19
年
か
ら
富
岡
地
区
交
通
安

全
協
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

1
月
21
日
、
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
で
渡
辺
利
綱
町
長
に
受

章
を
報
告
し
「
会
員
が
み
ん
な

避
難
中
で
複
雑
な
思
い
だ
が
、

古
里
に
戻
る
ま
で
頑
張
れ
と
の

意
味
で
い
た
だ
い
た
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。
渡
辺
町
長
は

「
長
年
の
活
動
に
敬
意
を
表
し

ま
す
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

復
興
の
加
速
化
に
向
け
た
自

民
党
県
連
ふ
く
し
ま
復
興
本
部

と
町
と
の
意
見
交
換
会
が
1
月

21
日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
用
地
交

渉
が
進
ま
な
い
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て
、
渡
辺
利
綱
町
長
は

地
権
者
の
目
線
に
立
っ
た
交
渉

を
進
め
る
た
め
に
は
県
の
人
的

支
援
な
ど
、
さ
ら
な
る
対
応
も

必
要
と
訴
え
ま
し
た
。
本
部
長

の
吉
田
栄
光
県
議
は
「
町
に
聞

い
た
課
題
を
国
や
県
政
に
届
け

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

根本さんに交通栄誉章緑十字金章

復興加速へ自民県連と意見交換

町が現状などを伝えた意見交換会

稼働したメガソーラー施設

受賞した根本さん（左から2人目）

スキーの基本を学ぶ児童
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太平洋諸国の学生、避難の現状学ぶ

山田さんに警察署長感謝状

帰還困難区域で電力設備を改修

野上、下野上の農地除染を要望

　

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
の
ア

フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
太
平

洋
学
生
絆
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
2

月
10
日
、
町
役
場
会
津
若
松
出

張
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
平

洋
諸
国
出
身
の
学
生
14
人
が
、

町
の
震
災
後
の
避
難
状
況
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
や
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
役
場
職
員
の

説
明
を
受
け
、
町
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
避
難
す
る
ま
で
の
時
間
や

ど
こ
か
ら
避
難
指
示
を
受
け
た

か
、
町
の
特
産
物
は
何
か
な

ど
、
思
い
思
い
の
質
問
を
投
げ

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
市
で
避
難
生
活
を

送
る
山
田
誠
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、

警
察
職
員
の
福
利
厚
生
へ
の
協

力
を
た
た
え
ら
れ
、
会
津
若
松

警
察
署
長
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。
山
田
さ
ん
へ
の
感
謝
状

は
平
成
26
年
に
続
き
2
度
目
で

す
。
山
田
さ
ん
は
写
真
が
趣
味

で
、
会
津
の
四
季
や
祭
り
な
ど

を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
同
署
の

ロ
ビ
ー
に
も
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
「
忙
し

い
署
員
さ
ん
の
た
め
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
は
こ
れ
く
ら
い
。

他
県
の
警
察
官
に
も
会
津
の
よ

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

東
北
電
力
は
2
月
2
日
か
ら

5
日
ま
で
、
町
内
の
帰
還
困
難

区
域
で
電
力
設
備
の
改
修
工
事

に
当
た
り
ま
し
た
。
避
難
の
長

期
化
で
老
朽
化
し
た
設
備
を
交

換
し
、
町
民
の
一
時
帰
宅
や
将

来
の
帰
還
に
備
え
る
た
め
で
す
。

今
回
の
対
象
地
区
は
熊
、
熊
川
、

小
入
野
で
、
社
員
が
高
所
作
業

車
を
使
っ
て
腐
食
の
進
ん
だ
変

圧
器
を
新
し
い
も
の
に
取
り
替

え
た
り
、
断
線
し
た
引
き
込
み

線
を
改
修
し
た
り
し
ま
し
た
。

今
回
は
町
内
で
合
わ
せ
て
63
カ

所
で
作
業
し
ま
し
た
。

　
「
お
お
く
ま
未
来
合
同
会
社
」

は
１
月
29
日
、
町
役
場
会
津
若

松
出
張
所
を
訪
れ
、
野
上
字
諏

訪
と
下
野
上
字
清
水
の
農
地
を

早
急
に
除
染
す
る
よ
う
、
町
に

要
望
し
ま
し
た
。
除
染
後
、
バ

イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
に

な
る
ケ
ナ
フ
の
大
規
模
栽
培
を

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
畑
川

恵
成
代
表
執
行
社
員
が
「
現
在
、

ま
と
ま
っ
た
農
地
確
保
が
難
し

く
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
渡
辺
利

綱
町
長
は
「
町
と
し
て
も
農
業

復
活
の
た
め
、
積
極
的
に
努
力

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

改修工事をする社員

要望書を手渡す畑川代表社員（右）

町の現状を学んだ各国の学生

感謝状を手にする山田さん
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ
うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方
が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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開始します 中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力

災
害
に
起
因
し
、
町
内
に
中
間
貯
蔵
施
設
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
現
状
を
ふ
ま

え
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
同
様
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
双
葉
町

と
共
同
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
中
間
貯
蔵
施

設
整
備
等
影
響
緩
和
補
助
金
と
し
て
、
次
の

補
助
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
環
境
省
か
ら
交
付
を
受
け

た
中
間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩
和
交
付

金
を
活
用
し
、
実
施
す
る
事
業
で
す
。

【
補
助
制
度
の
内
容
】

◆
対
象

震
災
当
時
（
平
成
23
年
3
月
11
日
）
に
当

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、
申
請
対
象
年

度
の
4
月
1
日
時
点
で
ご
存
命
の
方
（
平
成

28
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
4
月
1
日

に
ご
存
命
の
方
）。

◆
補
助
額
等

別
表
の
経
費
に
つ
い
て
、1
年
度
ご
と
に
、

対
象
者
一
人
あ
た
り
補
助
上
限
10
万
円
ま
で

を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
つ
の
世
帯
に

対
象
者
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、
対
象
者
人

数
×
10
万
円
を
上
限
に
世
帯
内
の
融
通
が
可

能
で
す
。

◆
対
象
期
間

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
10

年
間

◆
申
請
の
方
法

①
後
日
、
町
が
郵
送
す
る
申
請
書
類
を
記
入

の
う
え
、
領
収
書
等
の
書
類
を
添
付
し
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

②
対
象
者
の
う
ち
、
世
帯
の
代
表
者
が
対
象

者
全
員
分
を
ま
と
め
て
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
避
難
先
ご
と
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
年
度
ご
と
に
申
請
す
る
こ
と
と
し
、
翌
々

年
度
末
ま
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

◆
今
後
の
予
定

①
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
4
月
末
ま
で
に

詳
細
な
ご
案
内
を
郵
送
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

②
初
年
度
と
な
る
平
成
28
年
度
分
の
申
請

は
、
10
月
よ
り
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
申
請
書
類
は
、
9
月
頃
に
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。

③
申
請
方
法
や
質
問
等
に
お
答
え
で
き
る
よ

う
、
今
後
、
町
で
は
5
月
ご
ろ
に
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ま
た
、
10
月
か
ら

記
入
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

生
活
支
援
課

※
領
収
書
の
ほ
か
、
別
途
資
料
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
個
人
の
資
産
形
成
に
か
か
る
費
用
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

※
東
京
電
力
に
よ
る
賠
償
金
が
支
給
さ
れ
る

経
費
は
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
・
県
義
援
金
の
第

2
次
追
加
配
分
と
町

へ
の
義
援
金
配
分
に

つ
い
て

国
お
よ
び
福
島
県
よ
り
各
市
町

村
へ
配
分
さ
れ
た
義
援
金
は
、
２

月
９
日
に
開
催
し
ま
し
た
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
災
害
義
援
金
配

分
委
員
会
で
支
給
内
容
を
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ま
へ
支
給
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
お
届
け
す
る

た
め
、
前
回
と
同
様
、
義
援
金
の

振
込
を
行
っ
た
口
座
へ
振
り
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
口
座
の
変
更
が
必
要
と

な
る
方
は
、
３
月
25
日
（
金
）
ま

で
生
活
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
金
額

　

国
・
県
義
援
金
の
第
２
次
追
加

配
分
（
６
回
目
）
は
８
，
０
０
０

円
（
１
人
当
た
り
）

　

町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
配
分

は
２
，０
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）

※
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
大

熊
町
に
住
民
票
が
な
か
っ
た
方

は
、
国
・
県
義
援
金
の
第
２
次

追
加
配
分
（
６
回
目
）
の
み
と

な
り
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

国
・
県
義
援
金
の
第
2
次
追
加

配
分
（
５
回
目
）
受
給
者
で
、
２

月
１
日
時
点
に
ご
健
在
の
方
を
対

象
と
し
ま
す
。

◆
支
給
時
期

　

４
月
上
旬
よ
り
順
次
振
り
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

生
活
支
援
課

給
食
費
納
入
証
明
書

は
３
月
７
日
ま
で
に

提
出
を

　

児
童
生
徒
就
学
援
助
費
３
期
分

の
給
食
費
納
入
証
明
書
の
提
出
期

限
は
、
３
月
７
日
（
月
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
証
明
書
が
提
出
さ
れ

な
い
と
就
学
援
助
費
の
支
払
い
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
教
育
総

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

教
育
総
務
課



15 時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

環境対策課、産業建設課、健康介護課がいわきに移転します

生活支援のための補助制度を
別表＜補助の内容＞

事　　項 内　　容 領収書等の要不要
ふるさととの結びつき維持事業

行政区総会の参加費 左記にかかる交通費、宿泊費等の経費
【交通費】（国内に限る）
補助額：後日郵送する「標準交通費一覧表」による金額
【宿泊費】
補助上限額：1泊あたり12,000円
【高速・有料道路利用料】（無料措置されない分）
補助額：実費を補助

要
但し交通費
のみ不要

役所への手続きにかかる経費

住民間・知人間の行き来に係る経
費

伝統行事（お祭り等）にかかる経費

通信費の増加分 固定電話、携帯電話の通信費の増加分
・補助上限額：年10,000円×世帯の対象者数 不要

生活空間の維持・向上事業
避難先への住民登録ができないた
めの住民サービスに係る格差緩和

避難先の市区町村に住民登録がないことで受けることができない補助制
度の補助相当額（太陽光発電システム設置補助、浄化槽設置補助等） 要

長期避難生活による心のケア相談
避難先ごとの交流会、イベント等参加費の経費 要
生涯学習にかかる参加費用等の半額 要

高齢者、障がい者等の日常生活（買
い物、通院等）に係る交通費支援

高齢者、障がい者、妊婦が利用したタクシー代のうち自己負担分（１回
200円）を除いた額 要

生活再建に係る介護費の支援 介護サービス利用料のうち、区分支給限度基準額を超過した自己負担分 要
風評被害緩和対策事業

福島県内の産品の購入 福島県産品を購入した経費の一部（商品代金、送料、銀行振込手数料）
※県外に避難された方でも福島県産品を購入できるよう、福島県産品の
通信販売カタログを全世帯に別途郵送する予定です。
・補助上限額：1人あたり年50,000円

要
上記産品を全国の知人等に送付す
るための支援

人材育成・就業支援事業
教育・生活環境の変化による格差
解消

18歳以下の学習塾・文化・スポーツ教室等の学校外教育にかかる経費の
半額 要

就業等に係る支援 職業訓練や資格取得のために係る費用 要

中
通
り
連
絡
事
務
所
が

郡
山
市
に
移
転
し
ま
す
二本松市の大熊町役場中通り連絡事務所は、
郡山市に移転します。これに伴い、二本松市で
の業務は３月28日で終了し、閉鎖します。郡
山市での業務開始は４月１日です。
町民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願いします。
問大熊町役場会津若松出張所　総務課　管財係

中通り連絡事務所

49

142

上亀田

下亀田

希望ヶ丘図書館

ミニストップ

郡山市
医療介護病院

TSUTAYA

セブン - イレブン

あ
さ
か
 野
バ
イ
パ
ス

うねめ通り
(軍用道路)

　

町
で
は
、
行
政
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
会
津
若
松

出
張
所
の
環
境
対
策
課
、
産
業
建
設
課
を
４
月
１
日
、

い
わ
き
出
張
所
に
移
転
し
ま
す
。
ま
た
健
康
介
護
課
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
の
一

部
を
残
し
て
い
わ
き
出
張
所
に
移
転
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
環
境
対
策
課
の
一
時
立
ち
入
り
、
放

射
線
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
業
務
、
産
業
建
設

課
の
農
業
全
般
、
商
工
観
光
、
農
業
委
員
会
事
務
局
な

ど
の
業
務
は
、
４
月
か
ら
主
に
い
わ
き
出
張
所
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

総
務
課　

行
政
係
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だいた方々に感謝します
　

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
義
援
金
を
平
成
23
年
3
月
11
日

時
点
で
大
熊
町
に
居
住
し
て
い
た
方
に

対
し
て
、
生
活
再
建
の
支
援
金
と
し
て

配
分
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
回
は
前
回
の
お
知
ら
せ
以
降
、
今

年
1
月
31
日
ま
で
に
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
方
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
降
に
義
援

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
き

ま
し
て
も
順
次
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

・（
株
）
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー

・（
ユ
）
ア
キ
ノ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
る
絆
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
北
陸

・
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

・
ア
イ
ス
リ
ボ
ン
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

Ｉ
Ｎ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

・
会
津
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
倶
楽
部

・
ア
ク
ツ　

ケ
イ
コ

・
ア
ク
ツ　

ユ
キ
ナ
ガ

・
新
井　

里
香

・
荒
川
産
業
株
式
会
社

・
池
口　

美
奈
子

・
イ
シ
ダ　

カ
ズ
ヨ
シ

・
イ
ゼ
キ　

ト
モ
コ

・
イ
タ
ニ　

ユ
ミ

・
イ
チ
カ
ワ　

エ
イ
キ

・
市
原
か
ず
さ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局

・
イ
ト
ウ　

ヒ
ト
ミ

・
ウ
ラ
ベ　

フ
ミ
コ

・
エ
ヌ
オ
ン
ラ
イ
ン
有
限
会
社

・
オ
オ
ゼ
キ　

ミ
ツ
ロ
ウ

・
太
田
商
事
株
式
会
社

・
オ
カ
ザ
キ　

マ
モ
ル

・
オ
ク
ム
ラ　

ヒ
ロ
カ
ズ

・
粕
谷　

美
代
子

・
片
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長

　

杉
山　

義
子

・
学
校
法
人　

梅
村
学
園　

三
重
高
等

学
校

・
カ
フ
ェ
・
ベ
ル
ク

・
ガ
ラ
オ
ケ
レ
ン
チ
ユ
ウ

・
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ト
ウ
ホ
ク
カ
イ
（
ユ

・
菊
地　

美
博

・
キ
ム
ラ　

ハ
ジ
メ

・
キ
ム
ラ　

ヒ
ロ
ア
キ

・
キ
ヨ
カ
ワ　

コ
ウ
コ

・
ク
ズ
ヤ　

シ
ゲ
ヒ
サ

・
ク
ノ　

ツ
ト
ム

・
黒
沢　

博

・
公
益
社
団
法
人　

神
奈
川
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会　

小
田
原
支
部　

支

部
長　

髙
杉　

尚
男

・
髙
原　

義
男

・
ゴ
シ
ヨ
ミ
シ
カ
イ
イ
ン
エ
ン
ド

・
ゴ
ト
ウ　

カ
ズ
ヤ

・
小
林　

慶
太

・
小
宮　

明
子

・
サ
イ
ト
ウ　

ユ
キ
コ

・
サ
キ
モ
ト　

マ
サ
ノ
リ

・
サ
ク
ラ
カ
イ　

サ
イ
ト
ウ　

ハ
ル
サ

ワ
・
サ
ト
ウ　

テ
ツ
オ

・
佐
藤　

久
男

・
佐
藤　

る
り
子

・
澤
村　

美
穂

・
シ
ツ
シ
ヨ
ウ
ジ
ド
ウ
シ
ヤ
コ
ウ
キ

・
ス
ズ
キ　

エ
リ
コ

・
鈴
木　

啓
公

・
大
南
建
設
工
業
株
式
会
社

・
高
井　

恵
美
子

・
タ
カ
イ
シ　

ミ
ホ

・
田
尻　

新
吾

・
田
村　

圭
子

・
月
江　

寛
樹

・
鶴
森　

晃

・
つ
れ
づ
れ
会

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
た
だ
い
ま

・
ト
イ
ウ
キ
ヨ
ウ
ド
ケ
ン
チ
ヨ
ウ
フ
シ

フ
・
東
和
開
発
株
式
会
社

・
ト
ク
ヒ
）
ア
ジ
ア
ア
リ
ガ
ト
ウ
シ

・
戸
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
ド
ン
グ
リ
カ
イ
ユ
ウ
シ

・
長
井　

道
雄

・
ナ
カ
オ　

ユ
ミ
コ

・
ニ
ツ
シ
ヨ
ウ
ジ
ド
ウ
シ
ャ
コ
ウ
キ

・
ノ
ム
ラ　

ヤ
ス
コ

・
ヒ
ロ
セ　

マ
サ
ル

・
フ
ァ
ル
ク
ウ
ェ
ア
株
式
会
社

・
福
島　

紀
代
子

・
富
士
見
市
立
鶴
瀬
公
民
館　

3
．
11

を
忘
れ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト　

実
行
委

員
長　

長
島　

明
子

・
古
垣　

斉
拡

・
ホ
ソ
イ　

ア
キ
コ

・
マ
エ
ダ　

ヒ
デ
カ
ズ

・
前
田　

孝
枝

・
マ
ツ
バ
ラ　

リ
ヨ
ウ

・
ミ
エ
ケ
ン
コ
ウ
ブ
ン
レ
ン　

ボ
ラ

・
三
重
県
高
文
連　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

門
・
ミ
キ　

ト
シ
ヒ
ロ

・
雅
エ
ス
テ
ー
ト

・
み
よ
し
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
盛
田　

英
幹

・
森
野　

一
江

・
矢
崎　

邦
夫

・
ヤ
ブ
サ
キ
サ
ト
シ

・
ヤ
マ
キ
タ
ケ
ン
コ
ウ
ク
ラ
ブ　

コ
イ

・
山
下　

丈

・
山
本　

潤

・
ユ
）
ア
イ
エ
イ
チ
イ
ワ
キ
ヒ
ト

・
ユ
）
イ
シ
ハ
ラ
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町に義援金をお寄せいた
・
有
限
会
社
ク
リ
ア

・
有
限
会
社
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
ダ

ー
・
よ
さ
こ
い
飯
能
乱
舞

・
ヨ
シ
オ
カ　

カ
オ
ル
コ

・
ヨ
シ
ダ　

ツ
ヨ
シ

・
ヨ
シ
ダ　

ユ
ウ
ジ

・
和
田　

信
彦

・
渡
辺　

俊
博

・
会
津
清
掃
有
限
会
社

・
株
式
会
社　

オ
フ
ィ
ス
オ
リ
ー
ブ

・
株
式
会
社　

ニ
ッ
ク

・
牛
田 

松
則

・
山
本　

歳
雄

・
小
川　

志
津
子

・
松
浦　

双
葉

・
新
常
磐
交
通
株
式
会
社　

代
表
取
締

役　

髙
野　

將
弘

・
森　

智
子

・
西
川　

忠

・
青
木　

和
江

・
大
森　

セ
ツ

・
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

・
竹
田
病
院
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

・
中
井　

純
子

・
仲　

和
俊
、
井
上
、
雅
登
、
萩
原
勝

英
、
下
村　

徹
嗣

・
天
津
神
明
宮　

宮
司　

岡
野　

哲
郎

・
天
野　

篤

・
田
中　

一
志

・
東
亜
道
路
工
業
株
式
会
社

・
二
和
み
ひ
と
第
３
自
治
会

・
飯
島　

謙
次

・
福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
林　

武

・
和
野　

恵
一

・
２
０
１
５
大
熊
復
興
祈
願
義
援
金
パ

ッ
チ
購
入
者

Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ 

ミ
ッ
チ
ー 

シ
ゲ 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ 

大
志 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ 

ぷ
ぃ 

オ
ボ 

コ
モ
モ 

ア
ン 

ナ
ツ
ち
ゃ
ん 

ヨ
モ
ち
ゃ
ん 

遠
山 

康
弘　

 

遠
山 

雪
子 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｆ 

み
ん 

て
る
っ
ち 

爆 ヒ
ロ 

駿 ミ
ウ 

桃
太
郎 

美
咲 

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｕ 

ヘ
ッ
ド
ス
カ
ル
Ｍ
Ｃ 

シ
ブ 

ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ハ
ル 

フ
ー 

ア
キ 

シ
ン
ち
ゃ
ん 

バ
ロ
ン
︲
ト
シ 

ヒ
カ
ル 

イ
ケ 

ハ
ズ
バ
ン 

せ
ん
ぞ
う 

フ
ジ 

カ
ナ
ザ
ワ 

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ 

Ｔ
ｏ
ｎ
ｎ
ｙ 

大
将 

あ
る
か
ら 

や
ま
ち
ゃ
ん 

Ｓ
Ｈ
Ｏ 

な
か
ち
ゃ 

あ
ん
こ 

Ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｋ
ｅ
Ｎ 

田
中
真
由
美 

マ
ー
フ
ィ
ー 

Ｊ
Ｉ
Ｎ 

ｉ
ｗ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ 

り
ょ
う 

馬
嶋
さ
ん 

姉
ち
ゃ
ん 

か
つ
み

・
２
０
１
５
年
群
嶺
飛
通
輪
颶
隊
ツ
ー

リ
ン
グ
参
加
者
一
同
（
義
援
金
パ
ッ

チ
製
作
金
）

・
２
０
１
５
年
Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｒ  

Ｍ
Ｃ
ツ
ー
リ
ン
グ
参
加
者
一
同

（
参
加
募
金
）　

・
２
０
１
５
年
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｓ 

Ｍ
Ｃ
ツ
ー
リ
ン
グ
参
加

者
一
同
（
参
加
募
金
）　

・
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
ぐ
れ
ん
び

あ
ー
れ
２
０
１
５
年
度
店
舗
募
金

・
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ッ
プ
藪
塚
店
２
０
１

５
年
度
店
舗
募
金

・
ヘ
ア
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
ッ
ク
２
０
１

５
年
度
店
舗
募
金

・
縁
の
味
た
ち
ば
な
２
０
１
５
年
度
店

舗
募
金

・
東
京
靴
流
通
セ
ン
タ
ー
小
平
仲
町
店

２
０
１
５
年
度
店
舗
募
金

・
Ｃ
．
K’s
２
０
１
５
年
度
店
舗
募
金

・
う
ど
ん
藤
と
御
客
様
と
風
林
火
山
Ｍ

Ｃ
２
０
１
５
年
度
店
舗
募
金

　

以
上
の
方
々
の
ほ
か
に
も
、
匿
名
で

の
義
援
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
名
前
・
名
称
の
漏
れ
、
誤

記
載
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

生
活
支
援
課
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国
民
健
康
保
険
の
各

種
届
け
出
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　

1
月
1
日
か
ら
「
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
個
人
番
号
法
）」
の
施
行

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
手
続

き
で
も
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
記
載
す
る
こ
と
が
法
的
な
義

務
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
を
伴
う
手
続
き
で
は
、
併
せ
て

本
人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確

認
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
の
手
続
き
を
行
う
際
に

は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
が
確
認
で
き
る
書
類
」
と

「
本
人
確
認
書
類
」
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手
続

き
―
保
険
証
等
の
発
行
―

◦
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

◦
保
険
証
等
の
住
所
・
氏
名
等
の

変
更
お
よ
び
再
発
行

◦
限
度
額
適
用
認
定
証
・
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
の
発
行
（
再
発

行
含
む
）
な
ど

―
医
療
費
等
の
支
給
・
払
い
戻
し
―

【注1】マイナンバー（個人番号）が確認できる書類
下記のいずれかが必要です。
・個人番号カード、マイナンバー通知カード、マイナンバーが記載された住民票

平成28年1月からマイナンバー記載に伴い必要になる本人確認

窓口に来られた方 マイナンバーの
確認　　【注1】

本人確認
【注2】

代理権「委任状」の
確認　　　【注3】

世帯主 世帯主・対象者の
マイナンバー 世帯主の本人確認書類 不要

代理人（住民票が同
一世帯の方）

世帯主・対象者の
マイナンバー

窓口に来られた方の本
人確認書類 不要

代理人（別世帯の方）世帯主・対象者のマイナンバー
窓口に来られた方の本
人確認書類

代理権（「委任状」等）
の確認書類

【注2】本人確認書類
種別 書類一覧

１点で確認できるもの
（官公庁発行で顔写真
のあるもの）

・個人番号カード（H28.1月から）※顔写真あり
・運転免許証・旅券（パスポート）
・住基カード（顔写真あり）
・身体障害者手帳
・在留カード（外国人住民）　等

２点以上で確認できる
もの（官公庁発行で顔
写真のないもの）

下記のいずれか２点以上が必要です。
・健康保険証・年金手帳・年金証書・介護保険証
・被災証明書・一部負担金免除証明書（健康保険発行のもの）
・住基カード（顔写真なし）
などの氏名、生年月日又は住民票住所の記載のあるもの

【注3】代理権の確認
任意代理人の場合は、委任状が必要です
法定代理人の場合は、戸籍謄本その他その資格を証明する書類

法定代理人と任意代理人とは

法定代理人 民法の規定によって定められた代理人。以下の３種類があります。
・親権者　　・未成年後見人　　・成年後見人

任意代理人 上記以外の代理人。

◦
療
養
費
【
補
装
具
】（
保
険
適

用
の
も
の
）
の
申
請

◦
出
産
育
児
一
時
金
【
差
額
・
代

理
人
受
領
・
直
接
支
払
未
利

用
】・
葬
祭
費
の
申
請

◦
高
額
療
養
費
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
の
申
請
な
ど

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る

本
人
確
認
に
つ
い
て

　

今
年
か
ら
「
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
個
人
番
号
法
）」
に
基
づ
き
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
手
続
き

で
は
、
成
り
す
ま
し
等
の
不
正
行

為
を
防
止
す
る
た
め
に
窓
口
で
本

人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
国
保
の
申
請
・
届
出
は
、
世
帯

主
の
義
務
で
す

　

国
保
の
申
請
・
届
出
（
以
下
、

申
請
等
）
は
、
世
帯
主
の
義
務
で

す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
が
手
続
き

で
き
な
い
場
合
は
世
帯
主
以
外
の

方
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
同

一
世
帯
の
方
か
ら
の
申
請
等
の
場

合
は
委
任
状
を
省
略
で
き
ま
す
が
、

別
世
帯
の
方
か
ら
の
場
合
は
、
申

請
等
に
必
要
な
も
の
と
合
わ
せ
て
、

代
理
権
を
証
明
す
る
も
の
（
委
任

状
等
）
が
必
要
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に
伴
い
必

要
に
な
る
本
人
確
認
に
つ
い
て

　

1
月
か
ら
は
世
帯
主
と
対
象
の

方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
、
そ

し
て
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人

確
認
が
必
要
で
す
。

　

お
手
続
き
の
際
は
、
通
知
カ
ー

ド
な
ど
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
書
類
」
と
運
転
免
許
証

な
ど
の
「
本
人
確
認
書
類
」
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
写
し
が
必
要
で
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課　

国
保
年
金
係
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医
療
費
一
部
負
担
金

の
免
除
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
す

　

大
熊
町
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
実
施
さ
れ
て
い
る
医
療

機
関
を
受
診
し
た
際
の
一
部
負
担

金
免
除
措
置
に
つ
き
ま
し
て
、
平

成
28
年
３
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
）
期

間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。（
た
だ
し
、
入
院
時
食
事

療
養
費
と
入
院
時
生
活
療
養
費
の

自
己
負
担
分
及
び
医
療
費
（
柔
道

整
復
師
〈
接
骨
院
等
〉・
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・

き
ゅ
う
師
の
施
術
費
、
治
療
用
装

具
費
〈
補
装
具
〉）
の
自
己
負
担

額
の
免
除
は
平
成
24
年
２
月
29
日

ま
で
で
終
了
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。）
な
お
、
こ
の
制
度
は
保
険

診
療
に
か
か
る
法
定
負
担
分
（
３

割
・
１
割
な
ど
）
の
医
療
機
関
で

被
保
険
者
が
支
払
う
一
部
負
担
金

の
免
除
措
置
で
あ
り
、
保
険
外
診

療
分
は
通
常
ど
お
り
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
３
月
１
日
以
降
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
に
は
、
今
ま
で
ど
お
り

医
療
機
関
窓
口
で
保
険
証
と
一
部

負
担
金
免
除
証
明
書
を
提
示
す
る

こ
と
で
一
部
負
担
金
の
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
福
島
県

及
び
町
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と

な
る
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ま
に
つ

い
て
は
、
助
成
よ
り
も
一
部
負
担

金
の
免
除
が
優
先
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
医
療
機
関
へ
免
除
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）。

・
現
在
お
持
ち
の
一
部
負
担
金
免

除
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
は
有
効

期
限
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
新
し
い
免
除
証
明
書
を
避
難

先
の
住
所
へ
個
人
ご
と
に
２
月
末

に
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
発
送
枚
数
が
多
い
事
や
、
天
候

不
良
等
に
よ
り
到
着
ま
で
５
～
６

日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
避
難
先
住
所
不
明
者
、
転
出
予

定
者
（
転
出
予
定
日
が
２
月
中
と

な
っ
て
い
る
方
）
へ
の
発
送
は
し

ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
に
ご

加
入
の
方
で
、
引
き
続
き
窓
口
負

担
が
免
除
さ
れ
る
方
は
、
免
除
証

明
書
の
更
新
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
免
除
証
明
書
等
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ご
加
入
の

医
療
保
険
の
保
険
者
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課　

国
保
年
金
係

保
険
証
を
一
括
発
送

し
ま
す

　

現
在
交
付
し
て
い
る
平
成
27
年

度
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

使
用
し
て
い
た
だ
く
平
成
28
年
度

の
保
険
証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３

月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
発

送
す
る
予
定
で
す
。

　

保
険
証
は
、
役
場
に
登
録
の
あ

る
避
難
先
住
所
に
お
送
り
し
ま

す
。
同
じ
世
帯
の
方
で
も
避
難
先

住
所
に
よ
っ
て
送
付
先
が
違
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
一
世
帯

員
の
保
険
証
が
届
か
な
い
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
確
認
は
そ
れ
ぞ
れ

世
帯
内
で
お
こ
な
う
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

郵
便
局
か
ら
の
配
達
は
、
件
数

が
多
い
た
め
順
次
配
達
さ
れ
る
と

の
事
で
し
た
の
で
、
お
手
元
に
届

く
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ

き
、
万
が
一
、
保
険
証
が
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、
４
月
１
日

（
金
）
以
降
に
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
簡
易
書
留
郵
便
と
は

　

普
通
郵
便
の
よ
う
に
、
郵
便
物

を
各
家
庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
郵
便
局
の
配
達
員

が
直
接
手
渡
し
す
る
方
法
で
、
受

領
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
配
達

時
に
ご
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局

の
配
達
員
が
「
郵
便
物
等
お
預
か

り
の
お
知
ら
せ
」
を
置
い
て
い
き

ま
す
の
で
、
都
合
の
い
い
日
時
に

再
配
達
を
希
望
さ
れ
る
か
、
ま
た

は
直
接
郵
便
局
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。（
保
管
期
間
は
一
週
間

程
度
）
受
け
取
り
方
な
ど
、
詳
し

く
は
「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の
お

知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

４
月
1
日
以
降
細
か
く
切
っ
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
先
住
所

不
明
者
、
転
出
予
定
者
へ
の
保
険

証
発
送
は
し
ま
せ
ん
。
マ
ル
学
保

険
証
の
方
へ
は
別
途
通
知
を
送
り

ま
す
の
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
証
が
更
新
さ
れ
る
前
に

　

同
じ
世
帯
の
方
で
社
会
保
険
等

に
加
入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
熊
町
の
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

社
会
保
険
等
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
場
合
は
、
大
熊
町
の
国

民
健
康
保
険
の
適
用
と
な
ら
な
い

た
め
資
格
を
喪
失
す
る
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と

な
り
医
療
費
の
返
還
な
ど
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
健
康
保

険
の
異
動
が
あ
る
場
合
は
速
や
か

に
届
け
出
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
切
り
替
わ
っ

た
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課　

国
保
年
金
係
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タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

利
用
期
間
を
1
年
延

長
し
ま
す

　

町
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
、

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
は
、
今
年
3
月
で
利
用

期
間
を
終
え
、
廃
止
す
る
予
定
で

し
た
。
し
か
し
、
震
災
か
ら
5
年

が
経
過
す
る
現
在
も
全
町
避
難
が

続
く
状
況
の
中
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
持
つ
情
報
配
信
の
即
時
性
は

依
然
重
要
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
利
用
期
間
を
1
年
延

長
し
、
平
成
29
年
3
月
ま
で
と
し

ま
し
た
。

　

お
使
い
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

4
月
以
降
も
従
来
通
り
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　

同
様
に
、
見
守
り
機
能
付
き
歩

数
計
も
利
用
期
間
を
１
年
延
長
し
、

平
成
29
年
3
月
ま
で
と
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

企
画
調
整
課

あ
な
た
の
自
動
車
は

正
し
く
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
で
車
検
証
上

の
所
有
者
と
な
っ
て
い
る
方
（
割

賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
）
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
場

合
や
他
人
に
譲
り
渡
し
た
場
合
、

廃
車
し
た
場
合
等
に
は
、
３
月
31

日
ま
で
に
必
ず
次
の
運
輸
支
局
で

名
義
変
更
や
抹
消
登
録
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手

続
き
が
３
月
31
日
ま
で
に
終
了
し

な
い
場
合
、
４
月
１
日
時
点
の
車

検
証
上
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場

合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
の
所
有
者
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
時
に
も
、
相

続
人
の
方
へ
の
名
義
変
更
や
抹
消

登
録
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先

福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
２
７

●
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
労
基
署
仮
事
務

所
が
広
野
町
に
移
転

し
ま
す

福
島
労
働
局
は
４
月
４
日
、
い

わ
き
市
に
あ
る
富
岡
労
働
基
準
監

督
署
仮
事
務
所
を
、
広
野
町
の
広

野
駅
前
再
開
発
ビ
ル
「
広
野
み
ら

い
オ
フ
ィ
ス
」
に
移
転
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
双
葉
郡
を
対
象
と

す
る
全
て
の
業
務
を
迅
速
に
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡（
い

わ
き
市
）
の
広
野
サ
テ
ラ
イ
ト
が

広
野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
内
に
新
設

さ
れ
ま
す
。
双
葉
郡
内
の
相
談
窓

口
で
、
職
業
相
談
や
職
業
紹
介
、

求
人
情
報
の
検
索
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

電
話
番
号
な
ど
に
つ
い
て
は
決

ま
り
次
第
、
福
島
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
総
務
課

電
０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
１

タブレット端末

見守り機能付き歩数計

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運

輸
支
局

電
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
５

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

電
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
６

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建

設
に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱

え
る
不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
該
施
設

建
設
に
伴
う
権
利
関
係
等
の
疑

問
点
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
で
き
る
こ
と
は
、
中
間

貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契
約
、

地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て
で

す
（
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償

価
格
に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

相
談
時
間
は
1
回
に
つ
き
50
分

程
度
で
、
各
会
場
3
組
ま
で
の

事
前
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設

建
設
予
定
地
内
に
不
動
産

（
土
地
・
建
物
）
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方

費
無
料

申
問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出

張
所　

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分
（
平
日
の

み
）

開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地
大熊町役場
会津若松出張所 3月17日㈭

午後2時～5時

会津若松市追手町２番41号
（相談会場：２階 第４会議室）

大熊町役場
いわき出張所 3月8日㈫ いわき市好間工業団地１番地43

（相談会場：１階 相談室）
ビッグパレット
ふくしま 3月23日㈬ 郡山市南二丁目52番

（相談会場：３階　小会議室１）

中間貯蔵施設に係る弁護士無料相談会のご案内
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音
楽
劇
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ「
み
ん
な
の
う
た

〜
行
こ
う
！
ぼ
く
ら

と
、夢
の
世
界
へ
〜
」

　

南
相
馬
＆
杉
並
ト
モ
ダ
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

第
３
回
公
演　

音
楽

劇
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な

の
う
た
〜
行
こ
う
！
ぼ
く
ら
と
、

夢
の
世
界
へ
〜
」
が
3
月
20
日
に

開
か
れ
ま
す
。
震
災
を
き
っ
か
け

に
誕
生
し
た
「
み
ん
な
の
う
た
」。

こ
の
曲
が
つ
な
い
だ
南
相
馬
と
杉

並
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
は
、
歌

や
踊
り
を
通
じ
て
今
も
続
い
て
い

ま
す
。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
お

互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
空
を

飛
び
越
え
ま
す
。
今
年
も
最
高
の

笑
顔
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
3
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
開
場　

午
後
3
時
開

演
（
上
演
時
間
約
１
８
０
分
）

場
南
相
馬
市
民
文
化
会
館
「
ゆ
め

は
っ
と
」
大
ホ
ー
ル

南
相
馬
市
原
町
区
本
町
２
丁
目

28
番
地
の
１

費
〈
前
売
り
〉
一
般
１
３
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）、
子
供
７
０
０

円
（
幼
児
〜
中
学
生
）

〈
当
日
〉
一
般
１
５
０
０
円
、

子
供
１
０
０
０
円

問
37nouta@

gm
ail.com

電
０
８
０（
３
１
４
３
）５
８
４
９

（
安
倍
）

ふ
く
し
ま
復
興
へ
の

想
い
を
込
め
て

２
０
１
６ from

会
津

　

県
で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
五

年
の
節
目
を
迎
え
、
犠
牲
者
へ
の

追
悼
と
復
興
へ
の
想
い
を
込
め
て

明
り
を
灯
す
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
及
び
「
ふ
く
し
ま
復
興
へ
の

想
い
を
込
め
て
２
０
１
６from

会
津
」
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
～

場
福
島
県
立
博
物
館

内
大
沼
高
演
劇
部
に
よ
る
創
作

劇
、
熊
町
・
大
野
小
学
校
合
唱

部
の
発
表
、
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
銀
賞
受
賞
校
・
若
松
四

中
合
唱
部
と
男
声
合
唱
サ
ー
ク

ル
の
発
表
、
会
津
民
謡
界
の
歌

姫
「
會
凜
鶴
」
に
よ
る
唄
い
・

演
奏
、
楢
葉
町
「
わ
ら
じ
組
」

に
よ
る
「
布
草
履
」
の
展
示
・

手
作
り
作
業
の
実
演
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
ほ
か

費
無
料
（
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

問
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

　

復
興
支
援
・
地
域
連
携
室

電
０
２
４
２
（
29
）
５
２
１
７

平成28年度国家公務員採用試験
　

人
事
院
で
は
、
上
記
の
通
り

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

課
試
験
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局　

第
二

課　

試
験
係

電
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　
　

http://w
w
w.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
w
eb

試験名 申込受付期間 第1次試験日
総合職試験

（院卒者試験・
大卒程度試験）

【インターネット】
4月1日（金）9:00
～4月11日（月）　[受信有効]

5月22日（日）

一般職試験
（大卒程度試験）

【インターネット】
4月8日（金）9:00
～4月20日（水）　[受信有効]

6月12日（日）

一般職試験
（高卒者試験）

【インターネット】
6月20日（月）9:00
～6月29日（水）　[受信有効]

9月4日（日）

福
島
財
務
事
務
所
か
ら

◆
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る
借
金

の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応

じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
利
用
し
て
い
る
貸
金

業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
合

せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

場
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　
（
福
島
市
松
木
町
13
─
2
）

時
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
正
午
、
午
後

1
時
～
午
後
4
時
30
分
（
原
則

と
し
て
）

電
０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

◆
金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
た
め

の
出
前
講
座

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団

体
の
会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
等
の
金
融

犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て
お
く
こ

と
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

電
０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
３
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は

役場へ直接ご相談願います。

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-025-161（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり各市町村にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成27年度3月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～３月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。

※後期分より立入りの上限回数が「年間15回」から「年間30回」となります。

※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いただけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、防護装備

等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けていただき

ます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。



23 広報おおくま　2016（平成 28 年）3月号

月 3 月
日 17日 18日

曜　日 木 金
毛萱・波倉

スクリーニング場 40世帯 40世帯

3月の一時立入りスケジュール（マイカー）

一時立入りスケジュール（バス）

【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年3月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年3月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 津島活性化センター
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

2 加倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

3 高瀬
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

4 中屋敷
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

5 大川原
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

6 高津戸
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

冬　　季　　閉　　鎖
（※大川原スクリーニング場など、他のスクリーニング場をご利用ください。）

※平成28年度の一時立入りの案内文書については、３月末から４月上旬
に各世帯主さまへ個別に発送します。

「おおくまサロンゆっくりすっぺ」移転します
　

会
津
若
松
市
内
に
あ
る
町
民
交

流
施
設
「
お
お
く
ま
サ
ロ
ン
ゆ
っ

く
り
す
っ
ぺ
」
は
、
施
設
老
朽
化

の
た
め
3
月
末
に
移
転
し
、
4
月

か
ら
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
と

同
じ
建
物
内
の
一
室
で
再
開
し
ま

す
。
会
合
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
4
月
以
降
の
利
用
案
内
■

・
施
設
所
在
地

　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
建
物
の
1
階
南
側

　

洋
室
（
20
人
程
度
）、
和
室

（
10
人
程
度
）、
用
途
に
よ
り
調

理
室
の
利
用
も
可
能

・
利
用
可
能
日
時

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

※
な
お
、
移
転
の
都
合
上
、
3
月

28
日
～
4
月
1
日
は
利
用
不
可

と
な
り
ま
す
。

・
利
用
方
法

　

事
前
に
生
活
支
援
課
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
（
利
用
日
の

前
の
月
か
ら
予
約
可
能
）。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

生
活
支
援
課
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消防署から

　３月になると空気が乾燥し風の強い日が多くなります。火災発生の危険が増え、
発生してしまうと燃え広がりが速く、被害が大きくなります。ちょっとした油断が
火災発生の原因になるので、この時期は特に火気の取り扱いに注意して下さい。

３月１日～３月７日は春季火災予防運動期間です！

住宅火災の現状 住宅用火災警報器の設置効果
・就寝時間帯が昼間に比べ、人命危険が高い！
・死者の発生した火災の出火原因で最も多いの
は「たばこ」です！
・ストーブ火災の中では、「電気ストーブ」の
出火が約７割と多い。（多くは寝具類に接触
して出火）

・住宅用火災警報器が設置されている場合は、
設置されていない場合に比べ・・・
　被害状況は概ね半減！

火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞
◇浪江消防署� 電0240-34-7360
◇富岡消防署� 電0240-25-2119

住宅用火災警報器を設置しましょう！

住宅用火災警報器の設置と点検方法！
・全ての寝室に設置。（煙式）

・２階に寝室がある場合は階段にも設置。（煙式）

・台所に設置する場合は、熱式を設置しましょう。

・点検方法は、ボタンを押すかひもを引く。
（一般的には音はすぐ止まりますが、鳴り続ける
場合は、再度押すか引くことで音は止まります。）



放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお
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Part11・町内に気象計を設置したの？

大熊町では、原子力発電所から大量に放射性物質が放出される事態
に備え、町内の長者原と新町に気象観測装置を設置しました。

観測データは町公式ホームページの画面右側のバナー「町内気象情
報」から確認できます。観測データのうち、風向・風速については過
去にさかのぼって確認することができます。現在の気象情報は一時帰
宅などの際、参考として利用していただけます。

気象観測装置を設置したのは、万が一、放射性物質が放出された時、風向・風速のデータ
が確認できれば、放射性物質がどの方向に流れるかを推測することができるからです。デー
タを基に避難方向を決め、防災行政無線で町内にいる皆さんに情報を提供することを考えて
います。　

今回取り付けた気象観測装置では、10分間の平均風速・風向・最大瞬間風速・最大瞬間
風速時の風向・気温・降水時間の6項目を観測します。表示画面では過去3時間分の風向・
風速も確認することができるようになっています。

なお、測定結果は、10分ごとに更新しています。

新町地点　　平成27年10月17日13時20分　測定開始
長者原地点　平成27年10月17日12時30分　測定開始



　うつ病の方への対応で悩んでいませんか。
　例えば、生活習慣の改善のため運動を勧め
るとき、どう声かけすればよいでしょうか。
皆さまの参加をお待ちしています。
※１月18日㈪に開催予定でしたが、雪のため
中止となり次の日程に変更となりました。
時３月25日㈮　午後１時30分～３時
場相双保健福祉事務所２階大会議室
　（南相馬市原町区錦町1-30）
内公開講座
　「うつ病の再発予防のために大切なこと」
講師・公立大学法人福島県立医科大学医療

人育成・支援センター助教（臨床心
理士）本谷亮

※午後３時５分から家族相談を行います
（家族のみ参加可能。事前にお申し込みく
ださい）
対うつ病の方のご家族をはじめ、誰でも参加
できます。
費無料
申福島県相双保健福祉事務所
　障がい者支援チーム
電0244-26-1132

う
つ
を
学
ぶ
家
族
の
相
談
会
公
開
講
座
②

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　高齢者肺炎球菌ワクチンの接種対象者で接
種を希望される方は、接種期間が3月31日ま
でとなっていますので、体調の良いときに早
めに接種しましょう。
　対象となる方は、今まで一度も肺炎球菌ワ
クチンを接種したことのない方で次の生年月
日に該当する方です。
・昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ
・昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ
・昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれ
・昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれ
・昭和５年4月2日～昭和６年4月1日生まれ
・大正14年4月2日～昭和元年4月1日生まれ
・大正９年4月2日～大正10年4月1日生まれ
・大正４年4月2日～大正５年4月1日生まれ
・上記以外で60歳以上65才未満の心臓やじ
ん臓・呼吸器に重い病気のある方、ヒト免
疫不全ウイルスにより免疫機能に障がいが
ある方

　定期予防接種については、接種対象の年齢
や接種期間が過ぎてしまうと自費での接種と
なります。
　このほか、風しん抗体検査・風しんワクチ
ン予防接種費用、小児（1月31日接種分まで）‌
・高齢者（12月31日接種分まで）インフル
エンザワクチンの接種費用助成もしていま
す。実施・接種された方は、3月31日までに
申請してください。
申問詳細につきましては、保健センターまで
お問い合わせください。

地域
園
芸
療
法「
こ
け
玉
作
り
を
体
験
し
よ
う
！
」

　大熊町介護予防事業、園芸療法「こけ玉作
りを体験しよう！」を開催します。土をこね、
植物を植えこみ、苔（こけ）を貼ったら完成
です。講師は園芸療法園芸福祉協会理事長の
横田直人さんです。
時３月14日㈪　午後１時30分～３時
場大熊町役場いわき出張所
　２階コミュニティホール
対65歳以上の方（同伴者は年齢不問）
定20人（先着順）
費無料
期３月８日㈫まで
問大熊町地域包括支援センター
　いわき出張所
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　郡山地域にお住まいのお子さんとママたち
を対象に交流会を開催します。
　みなさんで楽しく過ごしませんか？ 
時３月10日㈭　午前10時30分～正午
場郡山合同庁舎本庁舎３階第１会議室
　（郡山市麓山１丁目１-１）　
対３歳位までのお子さんと保護者
持母子健康手帳、育児に必要な物など
内身体計測、情報交換、茶話会、手遊びなど
申不要
問大熊町役場会津若松出張所　保健センター
※駐車スペースが限られていますので、最寄
りの駐車スペースをご利用ください。

　あなたやあなたの周囲の人は、最近よく眠
れていますか？食欲はありますか？
　沈み込んでいることはとはありませんか？

時3月９日㈬、22日㈫
　午前９時30分～正午
場大熊町役場いわき出張所2階
対未就学児とその親、祖父母
内ハンドマッサージ
　自由遊び、ダンス
＊身長・体重測定　
＊離乳食や育児についての個別相談もでき
ます。

持水分、おむつ　等
申不要
問大熊町役場いわき出張所　保健衛生係

　平成27年度健康づくり講座・運動編「さ
びないカラダづくり」を開催します。体を動
かして気分をリフレッシュしませんか。講師
はＪヴィレッジフィットネスクラブのスタッ
フです。
時３月25日㈮　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所
　２階コミュニティホール
対誰でも参加可能　
持動きやすい服装と室内履き、水分
申問大熊町役場いわき出張所　保健衛生係

　人生、銀色（シルバー）のように渋く輝き
たい！
　喋って・つくって・食べて元気になろう
時３月８日㈫
　午前10時～午後１時（終了予定）
場常磐共同ガス・ガスワンキッチンスタジオ
「ステラ」（いわき市常磐湯本町日渡74-7）
　電0120－43－3148
対誰でも参加可能
定15人
費無料
持エプロン、三角巾など
申電話または来所で
申問大熊町役場いわき出張所　保健衛生係

子
育
て
ひ
ろ
ば

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

ち
び
く
ま
ラ
ン
ド
in
郡
山

3
月
は
自
殺
予
防
対
策
強
化
月
間
で
す

気づく・つなぐ・まもる（見守る）
おひとりで悩まず
おたがいさまの気持ちを忘れずに
暗い顔、つらそうな人がいたら
まずは「どうしたの？」ひとこえかけてみ
ましょう

　全国では平成10年以降、自殺者数が増加し
ており、毎年約３万人の方が亡くなっていま
す。福島県も同様の傾向にあり、特に高齢者
や中高年男性が多くなっていますが、若い方
の自殺も増えています。
　ご自身が悩みを抱えた場合は一人で抱え込
まず、悩みを話せる相手に相談してみましょ
う。また周囲の人の変化に気づいた場合は、
勇気を出して声をかけてみてください。話を
受け止め、一緒に考えてくれる人が身近にい
ることで、悩んでいる人の孤立を防ぎます。
　専門の相談機関につながることで解消する
悩みもあります。保健センターや最寄りの保
健福祉事務所等にご相談ください。なお、福
島県内の相談機関は次のとおりです。
・県北保健福祉事務所　電024-534-4300
・県中保健福祉事務所　電0248-75-7811
・県南保健福祉事務所　電0248-22-5649
・会津保健福祉事務所　電0242-29-5275
・南会津保健福祉事務所電0241-63-0305
・相双保健福祉事務所　電0244-26-1132
・郡山市保健所　　　　電024-924-2163
・いわき市保健所　　　電0246-27-8557
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積
小
為
大
の
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

大
川
原
2
区
総
会
・
懇
親
会

町
区
定
時
総
会
・
懇
親
会

大
和
久
区
臨
時
総
会
・
懇
親
会

　３月の定例会は次の通り開催します。
時３月27日㈰　午前11時～午後１時 
場検討中（水戸方面で調整中です）
内総会（詳しくはお問い合わせください）　
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

　埼玉県へ避難している皆さんへ
　輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン
のご案内です。
時３月16日㈬　午前10時～
内年度納め（楽しい食事会です）
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）
　
　大川原２区の皆さま、次の通り総会を開催
しますのでご出席お願いします（総会は一世
帯１名参加が原則ですが、今回は震災後初の
総会でもあり、懇親会もありますので、一世
帯多数の参加をお願いします）。
時３月22日㈫～23日㈬
　22日：午後3時30分～総会、総会後懇親会
　23日：朝食後解散
場スパリゾートハワイアンズ
　（いわき市常磐藤原蕨平50）
　電0246-43-3976
費１人3,000円
　（懇親会に参加しない場合は無料です）
※なお、案内書は最善を尽くして送りますが、
届かない場合はご連絡をお願いします。
問大川原２区長・馬渕和年
　電090-7063-0346
　横田嘉政
　電090-7666-2238
　佐藤定信
　電090-8785-9820

　このたび下野上２区総会を開催します。時
節柄お忙しいとは思いますが、多数のご参加
をお待ちしています。

（下野上２区長・市川一）
時４月17日㈰～18日㈪
　集合…17日午後１時30分
場いわき湯本温泉　吹の湯
　（いわき市常磐湯本町吹谷48）
　電0246-42-2158
費1,000円

申送付したはがきで出欠をお知らせくださ
い。
問小泉政弘
電090-9632-1619

　町区の定時総会ならびに絆維持補助金を活
用した懇親会を開催します。
　ご多忙とは存じますが、お集まりくださる
ようご案内します。
時４月２日㈯
　午後３時～　定時総会
　午後６時～　町区の集い（絆維持懇親会）
※懇親会は１泊ですが、泊まらず懇親会の
みの参加も歓迎です。

場磐梯熱海温泉　ホテル華の湯　
　（郡山市熱海町熱海５丁目８-60）
　電024-984-2222
申送付したはがきでご連絡ください。（欠席
の方は委任状欄に本人の氏名と必要事項を
記載し、返送してください。送迎をご利用
の方は列車時刻と利用の旨記入ください。）

期３月１日㈫まで
費１人2,000円
　※交通費は定額をお支払いします。
問区　長　佐々木祥一
　電090-4885-3454
　副区長　畑川恵成
　電080-6005-9353

　１月26日、郡山市の磐梯熱海温泉「華の湯」
で大和久区の臨時総会と懇親会を開催しまし
た。県内外から111名が参加。臨時総会では、
会計報告・絆維持補助金運用要領の設定・役
員改選を承認されました。
　その後の懇親会では、震災後４年10ヶ月の
月日が経って初めて顔を合わせる方もあり、
涙と笑顔の楽しい時間を過ごしました。翌
朝、記念写真をいただきました。よい思い出
になればと思います。
　今回都合で参加できなかった方々も次回は
ぜひご参加ください。

下
野
上
２
区
総
会

28問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 webウェブサイト



総会＆昼食会
時３月24日㈭　午前10時30分
場いわき市泉公民館2階
　（いわき市泉町四丁目13-11）
内総会、昼食（豚汁・おにぎり）
※調理をお手伝いいただける方はエプロ
ン・三角巾をお持ちください♪

問電070-5581-5939（担当：冨岡）
大熊町いわき会は会員随時募集中です。

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時３月15日㈫　午前10時～午後3時
場古滝屋
※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
申電080-6007-6824（市川）
　電090-5187-2234（堀本）

年度末総会
　平成27年12月に発足しました「おおくまま
ち北浜グループ」の年度末総会を開催します。
　新地・相馬・南相馬方面にお住まいの大熊
町民の皆さま、随時会員を募集しています。
ぜひご参加ください。
時３月15日㈫　午前10時～午後２時
場晴風荘（相馬市岩子字中島539-15）
内総会後、懇親会（食事・入浴付き）
費1,000円
持バスタオル・フェイスタオル等
問申電080-1814-9819（小林）
　※受付時間　午前10時～午後４時
期３月８日㈫まで

　県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」
では、福島市や伊達市等に避難されている町
民の皆さまの、交流会へのご参加をお待ちし
ています。
時３月26日㈯　午前８時集合
場13号国道沿いのイオン
内日帰り旅行（那須方面）
問代表・菅野充史
電090-7233-1148
　

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
時３月の開催日（両日とも午前10時から）
・２日㈬　ひなまつり
・16日㈬　総会
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
　（会津若松市）
内町民同士の交流、情報交換など
　※随時会員を募集しています。
問電090-7078-2327（山本）

　いわき市内に避難している皆さん！
　お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけます。
　初めての方は、ご連絡いただければ幸いで
す。
時３月15日㈫ 　午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
問電080-1830-5567（小林）

　埼玉・おおくま友の会では総会、懇親会を
開催します。
時３月26日㈯　午前11時～午後２時
場うなぎ・和食　美味大穀（川越店）
※川越駅（東武東上線）本川越駅（西武新
宿線）からバスの送迎あり

費1,500円
問電090-7934-8508（倉嶋）
※現在会員66名ですが、会員以外で参加希望
の方は３月19日㈯までにご連絡ください。

※３月のママさんサークル「ママだってやっ
てみ隊！」はお休みします。
問電090-6259-7933（阿部）
※平日午前10時～午後５時

お
お
く
ま
町
会
津
会

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

埼
玉
・
お
お
く
ま
友
の
会

大
熊
町
い
わ
き
会

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー
プ

こ
ら
ん
し
ょ
大
熊
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○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年1月31日現在 10,758 3,911

増　　減 △ 747 △ 324

●避難先の状況� （平成28年2月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 234 
不明 7 会津若松市 1,408 
北海道 31 郡山市 1,031 
青森県 23 いわき市 4,492 
岩手県 2 白河市 75 
宮城県 195 須賀川市 91 
秋田県 22 喜多方市 55 
山形県 45 相馬市 92 
福島県 8,172 二本松市 43 
茨城県 457 田村市 60 
栃木県 188 南相馬市 234 
群馬県 87 伊達市 13 
埼玉県 398 本宮市 32 
千葉県 239 桑折町 7 
東京都 290 国見町 2 
神奈川県 176 川俣町 1 
新潟県 243 大玉村 25 
富山県 6 鏡石町 13 
石川県 15 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 5 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 5 
静岡県 21 北塩原村 0 
愛知県 7 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 1 
滋賀県 0 猪苗代町 11 
京都府 7 会津坂下町 21 
大阪府 20 湯川村 3 
兵庫県 7 柳津町 1 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 2 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 28 
岡山県 2 西郷村 19 
広島県 0 泉崎村 3 
山口県 0 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 16 
香川県 1 棚倉町 2 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 5 
福岡県 22 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 3 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 0 平田村 1 
大分県 9 浅川町 6 
宮崎県 16 古殿町 7 
鹿児島県 1 三春町 45 
沖縄県 7 小野町 14 

計 10,759 広野町 39 
楢葉町 1 
富岡町 0 
川内村 4 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 23 
飯舘村 0 

計 8,172 

大熊町の避難状況

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
齊　藤　佳

か れ な

玲奈 和　美・勝喜子 金 谷 平

山　﨑　大
た い が

雅 洋　平・未紗季 清　　 水

吉　田　龍
り ゅ う が

雅 　礼　・有　紗 大　　 野

渡　邉　実
み

来
く

優　輝・美保子 旭　　 台

鈴　木　禄
ろ く す け

友 友　則・麻希子 旭　　 台

渡　邉　翠
み く る

來瑠 政　光・美沙季 新　　 町

山　中　笑
え

舞
ま

晋一朗・奈　々 東　　 平

村　上　優
ゆ

愛
あ

卓　史・啓　子 西 大 和 久

渡　辺　颯
そ う た

太 　清　・真規子 東　　 台

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

横　山　重　雄 手 の 倉 ボロ トロミア ジョビナ フィリピン
宗　像　勝　弥 郡 山 市 小　林　莉　菜 久 麻 川
大　畑　孝　二 横 浜 市 星　川　かおり 清　 水

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

伊　藤　新治郎 ７８歳 原
長　嶋　功　一 ７２歳 新　　 町
木　村　晴　子 ７３歳 熊　　 町
田　中　周　助 ８５歳 久 麻 川

※2016年（平成28年）１月

30
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町長室から 立ち位置
渡辺　利綱

　

震
災
後
、
大
臣
ク
ラ
ス
の
要
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
増
え
た
と
以
前
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。
も
う
少
し

言
う
と
、
そ
う
し
た
方
々
と
食
事
を
共
に
す
る
機
会
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
酒
席
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
後
れ
し
た
り
気
を
張
っ
た
り
し

な
い
の
か
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
も

私
は
、
ど
ん
な
方
が
相
手
で
も
あ
ま
り
緊
張
し
な
い
よ

う
で
す
。
少
し
は
気
を
遣
お
う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
２
度
３
度
と
誘
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
の
ス
タ
ン
ス
で
お
お
む
ね
問
題
は
な
い

の
だ
ろ
う
と
、
都
合
よ
く
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

要
人
の
方
々
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
タ
イ
プ
」
が
あ
り

ま
す
。
お
酒
が
進
ん
で
も
実
直
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い

方
、
堅
い
雰
囲
気
か
ら
一
変
し
て
気
さ
く
に
な
る
方
、

清
々
し
い
ほ
ど
歯
に
衣
着
せ
ぬ
方
…
。
改
ま
っ
た
会
議

な
ど
の
場
で
は
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
表
情
に
接
す
る

と
、
ぐ
っ
と
距
離
が
縮
ま
っ
た
思
い
が
し
ま
す
。

　

当
然
、
私
も
相
手
か
ら
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
曽
有

の
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
全
町
避
難
が
続
く
大
熊
町

の
復
興
は
、
今
後
も
多
く
の
人
の
注
目
を
集
め
続
け
ま

す
。
そ
の
町
の
首
長
は
ど
ん
な
人
間
か
、
と
。
立
ち
位

置
に
迷
っ
た
と
き
は
、
前
町
長
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま

す
。「
誰
よ
り
も
町
民
の
こ
と
を
一
番
考
え
て
い
る
の

が
町
長
だ
」。
最
終
的
に
町
民
の
た
め
に
な
る
の
か
な

ら
な
い
の
か
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
誰
が
相

手
で
も
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・1954（昭和29）年11月１日
くうちゃんクイズ　A・けむい

編
集
後
記

　

紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
し
よ
う
と
、
他
市
町
村
の
広
報

紙
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
福
島
県
内
、
特
に
双
葉

郡
内
の
も
の
は
避
難
な
ど
の
事
情
が
共
通
し
て
い
る
部
分

も
あ
り
、
大
熊
町
の
紙
面
に
も
生
か
せ
そ
う
な
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ヒ
ン
ト
の
中
に
は
、
う

ち
で
も
で
き
そ
う
だ
と
早
速
ま
ね
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
あ
き
ら
め
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。ひ
と
え
に
広
報
担
当
者
の
力
量
不
足
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
１
月
か
ら
毎
月
、
紙
面
に
ち
ょ
っ
と
し
た

変
更
を
加
え
て
い
ま
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ほ
と
ん
ど
の
広
報
紙
は
各
市
町
村
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
町
や
ゆ
か
り

の
あ
る
町
な
ど
、
皆
さ
ん
も
見
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
「
こ
ん
な
記
事
を
読
み
た
い
」「
こ
ん
な

情
報
が
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
声
を
、
総
務
課
秘
書
広
聴

係
ま
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　節分の２月３日、熊町小・大野小
で開かれた豆まき集会を訪れまし
た。代表児童の発表では、どんな鬼
を退治したいかという問いに「寝坊
鬼」「イライラ鬼」「あきらめ鬼」「の
んびり鬼」などの答えが挙がりまし
た。鬼の姿で登場した校長先生に幼
稚園児が本気で豆をぶつけ、校長先
生はたじたじでした。

表紙の写真



大熊町役場
・会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、健康介
護課、環境対策課、生活支援課、産業建設課、出納室、
教育総務課、議会事務局）
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
　　0120-26-3844（フリーダイヤル）
　　0242-26-3794

・いわき出張所
（生活支援係、住民福祉係、保健衛生係、復興事業課）
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
　　0120-26-5671（フリーダイヤル）
　　0246-36-5672

・中通り連絡事務所　※4月から郡山市に移転
　〒964-0915	 二本松市金色421-10
	 オフィス・ウインドストリーム1F
　　0120-24-1013（フリーダイヤル）
　　0243-24-1259

・現地連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字手の倉125
　	 坂下ダム管理事務所内
　　0240-32-2318	 　　0240-32-5460
　
大熊町コミュニティ支援事務所　※3月25日で閉鎖
・関東事務所（梨の実スペース）
　〒330-0062	 さいたま市浦和区仲町2-15-4
	 アイリーセブンコート1F
　　048-711-7135

☎
FAX

☎
FAX

☎
FAX

☎ FAX

☎

・いわき事務所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　　0246-88-9317

・梨の実サロン平
　〒970-8026	 いわき市平字新田前6-10
　　0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
・会津若松出張所
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　　0242-29-5760	 　　0242-29-5761

・いわき連絡所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　　0246-38-8920	 　　0246-38-8921

・中通り連絡所　※4月から郡山市に移転
　〒964-0915	 二本松市金色421-10
	 大熊町役場中通り連絡事務所2F
　　0243-24-1338	 　　0243-24-1339

大熊町商工会
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　　0242-29-5770	 　　0242-29-5771

・いわき出張所
　〒970-1152　いわき市好間町中好間字上川原36-1
　　0246-85-5103	 　　0246-85-5104
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　安倍晋三首相夫人の昭恵さんが２月１日、
会津若松市の扇町一号公園仮設住宅を訪れ、
住民と意見交換しました。塚本英一自治会長
ら同仮設住宅に住む町民約20人が参加。昭
恵夫人は「忌たんのない声を聞き、主人に届
けたい」と語り、仮設暮らしの現状や震災直

後の避難の様子などを尋ねました。町民から
は「縦割りの対応が復興を遅らせている。一
日も早く町に戻りたい」との声が寄せられた
一方、昭恵夫人の気さくな雰囲気に会話が弾
み、普段の首相の暮らしぶりなども尋ねてい
ました。

首相夫人が仮設住民と交流
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